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①災害時の飲料水確保(非常時に役立つモノ
づくり)

②発展途上国の安全飲料水の確保(途上国の
日常は日本の非常時の連続である)
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設立：2005年5月

所在地：神奈川県川崎市中原区

資本金：3500万円

社員：5名

設立目的：自転車一体型浄水装置「シクロ
クリーン」の製造販売
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シクロクリーン
自転車一体型浄水装置

Desaliclean２５０１
移動式海水淡水化装置

CCプロミネント

常災兼備浄水器
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①電気もガソリンも要らない(非常時では無電源地域
になる)

②水源まで自力で移動できる(自走性を発揮できる)

③足の方が手で作動させるよりも大量に浄水できる
(1時間に300リットル＝150人分の飲料水確保)
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人力(脚力・足が届けば子供の力で
もだいじょうぶ)で1時間300～360
リットルの水が出来る。

避難所で交代でペダルを踏めば1日
10時間で3,000リットル以上の水が
出来る。

一人1日2リットルの飲料水が1,500
人分できる。

ハイテク技術中空糸膜と塩素自動
注入で安全な飲用水が造水される。

水源はプール、川、湖沼、灌漑用水
などの淡水であれば何でも浄化でき
る。
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Preparation for going into full-scale operation of water-purifying factory 

 

Cycloclean Room (water purification) 

 

Water Purification 

 

Equipment installed in the Bottling Room 

 

Trial Run of the Full-Automatic Bottling Machine 

 

Water Quality Analysis in the Laboratory 

 

Water Quality Analysis in the Laboratory 

 

排水

P

自動逆洗浄濾過システム自動逆洗浄濾過システム

浄水除菌システム浄水除菌システム ボトル充填システムボトル充填システム 安全・安心飲料水安全・安心飲料水

新疎水剤固液分離システム新疎水剤固液分離システム

COD500以上の濁水を10程度

までにする
1時間300tの濁度処理が可能

急速
撹拌

緩速
撹拌

一次浄水タンク一次浄水タンク

河川水・湖沼・ため池取水

太陽光発電システム太陽光発電システム

浄水除菌システムはMFフィル

ターを活用した浄水システム
自転車一体型浄水装置
電動型浄水装置

安全・安心飲料水は20L ボトルに充填し、1日1家族1
ボトルを供給する。自転車一体型浄水装置でも1日500
ボトル以上造水可能で、10台設置すれば5000家族へ

の給水が可能となる。

電力供給
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ここで提案するシステムは、運転管理、維持管理、運営は企業やNGOが設立する水道事業組織と、裨益者である住民が組
織する「給水組合・給水委員会」で行うことを原則としている。10台の自転車一体型浄水装置を設置(浄水場に相当)すれ
ば、20リトルボトルを毎日1000所帯(給水人口5000人程度)に給水することが出来る。給水は現地に適した輸送手段(リキ
シャや小型トラック)で給水委員会が宅配する(管路給水の代替え)。

取水・浄水・供水・利用のすべてを無電源で実現する。運営・管理は企業やNGOが

投資して設立する水道事業組織と受益者の住民が組織する「給水組合・給水委員
会」で行う。官民共同事業PPPの可能性も大。
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バングラディシュデルタ地域でのサイクロ
ン襲来による被害は毎回多数の犠牲者を出
す。被害にあった地域の多くは水没し、河
川には海水が流れ込む。多くの井戸も使用
不可能となり、給水支援活動が行われるが、
陸路による支援は困難である。
日本企業側が提案する給水支援は、船舶に
海水淡水化を積載し、被害現場において海
水から飲料水を造り、迅速に給水支援活動
を展開する活動であり、そのシステムの装
備である。
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川崎市上下水道局
かわさき水ビジネスネット

会員企業
開発コンサルタント

BRAC(農村振興委員会)

日本企業とバング
ラディシュ国内NGO
の共同出資で、特
別目的会社(SPC)
を設立する。

かわさき水ビジネスネット
JICAなどの国際支援組織

日本NGO連携

バングラディシュ政府
国際支援機関

支援
連携

支援

安全・安心飲料水事業安全・安心飲料水事業 井戸水ヒ素対策事業井戸水ヒ素対策事業 災害時緊急給水事業災害時緊急給水事業

バングラディシュ最大のNGO組織BRACと、日本のかわさき水
ビジネスネットワークを中心とした日本側の水ビジネスPPP組織
がバングラディシュに安全・安心飲料水を実現するためのSPCを
設立する。BRAC側は設立資金と活動人材を、日本側は設立資

金と水技術の移転をすることで、バングラディシュの水環境分野
の広範な問題に対応できる水事業専門会社を目指す。

BRAC

日本PPPチーム

SPC
水環境、安全・安
心飲料水事業会社

B
R
A
C

に
提
案
す
る
水
環
境
、
安
全
・安
心
飲
料
水
給
水
事

業

B
R
A
C

に
提
案
す
る
水
環
境
、
安
全
・安
心
飲
料
水
給
水
事

業



日本ベーシック株式会社

ご清聴有難う御座いました。


